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入射部分タンク寸法
タンク内径
ドリフトチューブ内径
ボア半径
セル長さ
ドリフトチューブ長さ

タンク内径及びドリフトチユプ外径は、３～４段階に変化させる（約１０％） ●

解 タンクの区切りは、所要高周波電力とクライストロン出力とのかねあいにより
決まる。クライストロンが１   MWとすれば、1２～14タンクとなる。
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150  MeVリニアツクの重要パラメーターについて

1．入射エネルギー

＊ 四 極 磁 石 の 磁 場 勾 配

2．加速電場

＊リニアック全長
＊放電限界
＊発熱

DTL  +  CCL～500   D

呼、

3．四極磁石

磯入射エネルギー
＊アクセプタンス
＊ 永 久 磁 石 ま た は 電 磁 石

4．周波数

＊後続のリニアツク(   CCL  )周波数/３
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加速電場3  MV/m

DTL   tankの加速電場の例

Ｏ、５１７．５１．５1．KEK  20  MeV入射部( ２0１  MHz  )

０．６１1．６８．９2.   BNL入射部

０．６８3．CERN入射部 1０．０

1２．６ ０．８６４．CERN中間部

将来計画
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四極磁石

B'   = dB/dx =  mcVq*^ /(  Cβ入）

3 MeV  injection,  Lq/L  = ０．5,     5  mm bore  radius
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1．永久磁石
サマリウムコバルト系
サ マ リ ウ ム コ バ ル ト 系 十 ア ル ニ コ 系

2．電磁石

3 ． 永 久 磁 石 十 電 磁 石

＊サマリウムコバルト磁石
＊製造過程の磁化
＊放射線による劣化  >   K E K に てテスト実験
＊運転の時に調整不可
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＊電磁石
＊発熱と冷却
＊電源コスト
＊運転の時に調整可
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精度とアラインメント
ビー ム か ら み た 要 求 精 度 の 検 討 - - - - -
精 度 確保の方法
＊単品
＊一つのタンク
＊タンクとタンク
＊その後のメンテナンス作業

>  KEK至急

タンクの温度安定性
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432  MHzタンクと２0１  MHzタンクの比較

9４０-９００タンク内径
ドリフトチューブ

外径
ビーム穴内径
タンク長さ
ドリフトチューブ数
製作独立タンク数
高周波独立タンク数
高周波電力

加速電場
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